
「海の日」行事について

・海の恩恵に感謝し、海洋国である日本の繁栄を願う日である「海の日」は、今年、20回目。
・これまで、内閣総理大臣メッセージの発出、海洋立国推進功労者の表彰（注）、海フェスタイベントの開催等の行事を
実施。
・今年は、国民の海洋についての理解と関心を一層深めるとともに、海洋国家日本の貢献に対する国際社会の認識
を高めるため、広く民間の参画を得るほか、国際海事機関（ＩＭＯ）の世界海の日パラレルイベントを我が国で開催。
※ 今年の「海の日」は、７月２０日

海洋立国推進功労者表彰 （内閣総理大臣表彰）

民間関連イベント
－「国民が広く海に関心を持つ（仮）」－
・ シンポジウム
・ 文化・観光・海洋教育・体験事業
期間：平成27年7月18日～26日（予定）

従前の取組に加え、特別行事（赤枠）を一体的に実施

海フェスタくまもと
「つなぐ ひろがる 有明の海」
・ 記念式典（皇室のご列席）
・ 海の総合展、シンポジウム等
期間：平成27年7月18日～8月2日
熊本市ほか6市1町にて開催

海の月間
－海の日の趣旨徹底や
健全な海事思想の普及－

自治体、関係団体･企業等によるイベント
期間：平成27年7月1日～7月31日

全国各地で開催

世界海の日パラレルイベント
- Maritime Education and Training -
・ 式典
・ 国際シンポジウム

期間：平成27年7月20日～21日（予定）
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中央行事との連携を一層強化

「海の日」を迎えるに当たっての内閣総理大臣メッセージ

（注）文部科学省、農林水産省、経済産業省、
国土交通省及び環境省の共催。

第12回総合海洋政策本部会合
（平成26年12月26日）における
安倍内閣総理大臣のご発言

来年は、海の日(７月２０日)が制定さ
れて２０年目の節目の年となることから、

国民の海洋についての理解と関心が一

層深まるよう、関係省庁で連携し、取り

組んでいただきたいと思います。

（総合海洋政策本部HPより抜粋）
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